
ラ　ム　ゼ イ　問　題

渡　部　重　明

　　　　　　　　　n　1.ラムゼイ問題とは最適貯蓄計画の問題である. Xは単一財であり，

消費財にもなりまた投資財にもなり得る財であると考える．農家の小麦の

ようなものである．今期粉に挽いて，それをパンに焼いて消費することも

可能であり，また来期の収穫を目ざして畑にまく種として保存することも

可能である．来期用の保存分か貯蓄である．消費をc,貯蓄をSと表わ

せば，

X(t)=C(t)十S() (1)

である．したがって，最適貯蓄計画の問題は最適消費計画の問題と同値で

ある．

　均衡成長を考えるから，貯蓄＝投資である．したがって，減価償却を無

視すると

瓦(t)＝S(t)

である．生産関数

X＝F(K, L)

O　Blanchard and Fischer 〔2〕, Burmeister and Dobell 〔3〕, Phelps

　　〔7〕.
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ラムゼイ問題

は一次同次関数であると仮定する．労働もの成長率はn （一定）である．

すなわち，　　　／

である．

とし
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とする．したがって

k=f(k)－c一浪

旦
£

である．

　社会的効用関数u＝u{c）を想定し，割引率をρとする．すると，ラム

ゼイ問題とは

max于:u(Og-″切

s. t、反＝f(か)－c一庇

を求める問題である．以下で，いくつかの角度からこの問題の最適条件を

解明する．

　2.ラムゼイ〔8〕ではp＝0の場合を考察している．したがってこの

場合

max于

(

ﾌu(c)dt
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　　　　　　　　　　　　　ラムゼイ問題

　　犬　………　　　s. t. k ＝八ん)－c一浪

を求める問題となる. c＝八反)一浪一石であるから，

　　　　　u{c)＝G(ん. k)

と表わせば，

J｀和(C)冶＝J｀

(

ﾌG(た, めdt

である．最適解の必要条件はオイラー方程式を満すことであるから，

　　　器寸寸戸　　ダ

である. たで積分すれば

｡一寸。 (2)

である．右辺のBは差＝QのときのGの値，すなわち至福状態と考えら

れる．

G(ん, k)＝ul八ん)一浪一肩

であるから，

　　　　　　　∂G　　　，
　　　　　　　¬＝－ZZ
　　　　　　　∂た

である．したがって（2）は

ん＝
G‐召
一匹

砿

一
一一

G―B

-μ´
[ラムゼイリレール(1)]
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ラムゼイ問題

となる．すなわち，現実の効用と至福状態の効用のギャップを限界効用の

逆数でウェイト付けした大きさの資本蓄積を行えばよいというルールであ

る．

　3.一般的にρ＞Oの場合について考えよう．

　　　　　U(c)＝u(c)e-“

とし，

とすれば，

G(k, k)＝U(八た)一浪一肩

器=び(が一肩

ま(器卜居

である．したがって，オイラー方程式より，

　　　び（が一n）十言＝0

完全競争市場を仮定すれば，で＝r （利子率）であるから

dび

ｰ

[ラムゼイ・ルール(2)]

(3)

すなわち，利子率と人口成長率の差に応じて限界効用が減少するように消

　　　　　　2）費すればよい．

2）SOlOW〔9〕, ch, 5
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4.具体的な形を見よう. （3）より

　　　　び＝u'（c）召‾μ

であるから，

dび

ｰ冶
u"ce‾'"－pu' e"'

どび
一
dt　　u"と
ｰ＝--び　　　が　　ρ

ラムゼイ・ルール（2）より

　　　　u c （一功

　　　　　m"ど　　　　一丁＝r－ρづn

限界効用の弾力性をVとすれば，

　C‰‾ニr－p－n [ラムゼイ・ルール(3)]

5.最大値原理による分析．ハミルトニアンをどとすれば，

H＝u(c)e -pt十P(八万)－c一庇]

石＝八ん)－c一浪

である．最大値原理により，最適条件は

と回重＝tt7 e‾"'一P＝0
∂C

　　　∂耳

　－　　　一戸一一一一
　　　哉
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k=八ん)－c一庇
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である. q＝Pe'"とし，r ＝rとすれば，

最適条件は

である．

u =q

?＝－q(r－p一功

石＝f(ん)－c一庇

4　u' c　　　J
盲ニアニ‾≒

であるから，これはラムゼイ・ルール（3）と同一内容である．

6。自励系

．
Ｃ
古(/'一ρ一n)c

石=八だ)－c一庇

の線形近似式は

c＝べ″(k
＊)

　　　　刀

　　　　　　ぷ＝－(c－c＊)十ρ(んーん＊)

である．ただし, ＊は定常解(ど＝0, k＝Q)を表わす．すなわち，

･
t
j
　
'
^

ぐり
　　Cケ″(た＊)
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－1　　　ρ

である．係数行列の固有値は
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ん

　
ぐ
J
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である.

77＊＞㈲
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ラムゼイ問題

2[ρ十(ρ2
4どy乎で))％]

したがって，2根は実数で一つは正一つは負である. （/"＜o.

よって，定常解（c＊, た＊）は鞍点であることがわかる．

　7.異時点間の限界代替率を考える．二点をt, s(s＞t)とする．限界

代替率を尺とすれば，

　　　　　R(s)＝一器＝才ﾀﾞﾚｻﾌﾞ, R(t)＝l

である.

　　3)呼ぶ．

びは効用関数である．そして，次のような極限を時間選好率と

時間選好率=lim lim 到s)ツ?≪
ぷ→0 漬卜0

Jl一〇 Jc―0

　　　　　　びら)＝e一吻(ら)

の場合は次のようになる. (s=汗∠It, c,=c,十zfc)

尺(s)＝“l宍ﾔ!^＝″≒回でf

　　　　u´(c,)～‾"'　　u´(c,)

　　　m'(c,)(1十ρぶ)

　　　－　　　　u (c,)十u" (c,)/lc

　　　　　＿pu' (ら)∠1t－u"(c,)∠1c
?(s)‾l

‾　u' ら)十u" (c,)/lc

したがって，

回心ヰ=ピ(ｹｻ=叶ぐﾄ

3）宇沢〔12〕，〔15〕，今井〔14〕
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である。

　次に変換率を考える。£時点で消費を節約し貯蓄することにより，s時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4)点の消費をどれだけ増加させることが出来るかという量である。

瞬間的蓄積率は(/'一戒)であるが，変換率をNとすれば，

　　　　N＝l十Iし[が(柘)‾″]加

である．したがって，限界変換率はＳ→Ｍこより，

　　　　響=/' a,)－n

　以上のことより，ラムゼイ・ルール(3)の意味するところは，

　　　　時間選好率＋ ｽﾞc

　　　　　　　　　―ダーn ＝限界変換率　　[ラムゼイ・ルール(4)]

である｡すなわち,時間選好率と限界変換率が等しくなるように蓄積するの

　4）Blanchard and Fischer〔2〕，Wan〔13〕。
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　　　　　　　　　　　　ラムゼイ問題

が最適であるということである.また,このことは異時点間の限界代替率と

変換率が等しいといっても同じである．
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